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午前１０時００分 開議

○議長（堀 光雄君） おはようございま

す。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第４０号及び

日程第２ 議案第４３号

○議長（堀 光雄君） 日程第１ 議案第４

０号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第

２号）及び日程第２ 議案第４３号令和４年

度三沢市一般会計補正予算（第３号）の計２

件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４０号及び議案第４３号の２議案

は、委員長報告のとおり決することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４０号令和４年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）、可決。議案第４

３号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第

３号）、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第３ 議案第４１号及び

日程第４ 議案第４２号

○議長（堀 光雄君） 日程第３ 議案第４

１号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例の制定について及び日程第４ 議案

第４２号三沢市駅前広場条例の一部を改正す

る条例の制定についての計２件を一括議題と

します。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４１号及び議案第４２号の２議案

は、委員長報告のとおり決することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４１号三沢市国民健康保険

税条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第４２号三沢市駅前広場条例

の一部を改正する条例の制定について、可決

とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第５ 議案第４４号

○議長（堀 光雄君） 日程第５ 議案第４

４号三沢市固定資産評価審査委員会委員の選

任につき同意を求めることについてを議題と

します。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

議案第４４号について御説明申し上げま

す。

議案第４４号は、三沢市固定資産評価審査

委員会委員の選任につき同意を求めることに
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ついてであります。

令和４年７月２１日をもって、袴田弘子氏

の任期が満了となることから、引き続き同氏

を三沢市固定資産評価審査委員会委員として

選任したく、提案するものであります。

御提案申し上げました袴田氏は、人格、識

見ともに優れた方であり、御本人の略歴につ

きましては、議案第４４号資料に記載したと

おりでありますので、よろしくお願い申し上

げます。

○議長（堀 光雄君） お諮りします。

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第４４号は、これに同意することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４４号三沢市固定資産評価

審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについては、これに同意することに決しま

した。

─────────────────

◎日程第６ 議案第４５号

○議長（堀 光雄君） 日程第６ 議案第４

５号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を

求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） 議案第４５号につ

いて御説明申し上げます。

議案第４５号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき意見を求めることについてでありま

す。

現在、欠員となっている人権擁護委員とし

て、新たに小山石由貴子氏を推薦するため、

提案するものであります。

御提案申し上げました小山石氏は、人格、

識見ともに優れた方であり、御本人の略歴に

つきましては、議案第４５号資料に記載した

とおりでありますので、よろしくお願い申し

上げます。

○議長（堀 光雄君） お諮りします。

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第４５号は、これに同意することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４５号人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることについては、

これに同意することに決しました。

─────────────────
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◎日程第７ 基地対策特別委員会中

間報告

○議長（堀 光雄君） 日程第７ 基地対策

特別委員会中間報告を議題とします。

小比類巻雅彦委員長。

○１５番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会は、基地所在に起因する諸問題を

調査、解明し、基地周辺住民の民生安定と福

祉向上に資することを目的として、令和４年

第１回定例会において設置され、去る５月３

０日に会議を開催いたしました。

会議では、過去に基地対策特別委員会にお

いて国等に対し要望活動を行っていることか

ら、前委員会がこれまでに行った三沢基地周

辺対策に関する要望の内容及び進捗状況につ

いて確認をしたところであります。

その結果、住宅防音工事においては、工事

金額が増加傾向にあり、工事が着実に進めら

れるなど一定の成果が見られる事案もあるも

のの、岡三沢地区や浜三沢地区における移転

措置についてなど、まだまだ時間がかかるよ

うな未解決の問題が多くありました。

そこで、本委員会としては、未解決事案の

解消のため、今後も引き続き、市と共に三沢

飛行場周辺対策に関する要望を実施すること

とし、今年度の要望項目については、基地周

辺地域の早期移転などのほか、三沢飛行場第

２滑走路の早期着工、住宅防音工事に係る制

度の是正など７項目とすることとし、７月２

５、２６日に東北防衛局、防衛省、県選出国

会議員に対し、要望活動を実施することとい

たしました。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第８ 移住・定住促進対策特

別委員会中間報告

○議長（堀 光雄君） 日程第８ 移住・定

住促進対策特別委員会中間報告を議題としま

す。

瀬崎雅弘委員長。

○１２番（瀬崎雅弘君） 三沢市議会会議規

則第４５条第２項の規定に基づき、移住・定

住促進対策特別委員会の中間報告をいたしま

す。

本委員会は、三沢市の特色を生かしたまち

の魅力を高めるための各種施策を幅広く調

査・研究し、もって三沢市への移住・定住関

係人口の増加を図ることを目的として、令和

４年第１回定例会において設置され、去る５

月３０日に組織会後、最初の委員会を開催い

たしました。

今回の委員会では、移住・定住促進対策に

係る令和３年度までの実績及び令和４年度の

施策について調査・審議を行いました。

はじめに、市当局から、移住・定住対策に

係る事業として、移住情報発信事業、住宅取

得支援事業助成金、移住支援金に関して、そ

れぞれの事業が開始された年度から令和３年

度までの実績と、今年度における事業実施の

概要などについて詳細に説明がありました。

このうち、移住情報発信事業の一つであ

り、令和３年度から開始した２地域居住推進

プロモーション事業は、都市部と地方部に二

つの拠点を持ち、定期的に地方部でのんびり

過ごしたり、仕事をしたりするという新しい
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ライフスタイルとして、全国的にも、現在、

１１自治体しか取り組んでいないという事業

とのことで、移住・定住・関係人口の創出の

ための新しい取組として非常に期待できるも

のであることから、市当局としても積極的に

取り組んでいきたいとのことでありました。

次に、結婚支援事業費に係る事業として、

結婚新生活支援金、結婚メモリアル助成金に

ついて説明があり、委員からは、市単独の予

算で実施している結婚メモリアル助成金につ

いては、利用された市民から大変好評を得て

いる事業であり、全国的にも珍しい取組であ

ることからも、上十三・十和田湖広域定住自

立圏の広がりも生かしながら、今後、より広

く周知していくべきとの意見が上がりまし

た。

これらの事業は、結婚新生活支援金が令和

２年度から、結婚メモリアル助成金が令和３

年度からと、いずれも開始してから日が浅

く、今後、研究を重ねながら、よりよい制度

設計を模索していくことができるものと思い

ます。

また、今回の委員会の終盤では、本委員会

における今後の活動項目についてを議題に、

三沢市議会においてはじめての取組となる議

員間討議を試験的に実施し、委員間で情報共

有及び相互理解を図ることができました。

今後は、委員から提案された活動項目や先

進自治体への行政視察の結果等を参考にする

とともに、ウィズコロナ、アフターコロナの

社会を見据えながら、本市における移住・定

住・関係人口の増加に寄与するため、市当局

に対し積極的に調査、提言をしてまいりたい

と思います。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、移住・定住促進対策特別委員

会の中間報告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、移住・定住促進対策特別委員会に

ついては、引き続き閉会中の継続審査としま

す。

─────────────────

◎日程第９ 総務文教常任委員会所

管事務調査報告

○議長（堀 光雄君） 日程第９ 総務文教

常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

佐々木卓也委員長。

○８番（佐々木卓也君） 去る５月２３日に

開催いたしました総務文教常任委員会所管事

務調査の内容について、三沢市議会会議規則

第１０３条の規定に基づき、御報告申し上げ

ます。

今回の会議では、総務部防災管理課所管の

津波ハザードマップの改定について及び政策

部政策調整課所管の三沢市地域公共交通計画

についての２件について、所管事務調査を行

いました。

はじめに、津波ハザードマップの改定につ

いて、当局から従来のハザードマップからの

変更点やその概要について説明がありまし

た。津波ハザードマップは、住民の津波避難

対策などのソフト面の役割や、防護水準向上

のための施設整備検討支援などのハード面の

役割を担っており、当市においても津波被害

軽減及び防災意識の啓発を図ることを目的と

して、避難時に必要な情報等を住民に分かり

やすく伝えることができる媒体として作成さ

れています。

今回の改定に係る主な変更点は、令和３年

５月に公表された青森県津波浸水想定に基づ

き、浸水面積１.５平方キロメートルの増や

第１波到達時間の最大１７分短縮などの既存
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データの変更、より詳細に浸水区域を確認で

きるよう拡大したマップを地域ごとに掲載、

避難目標地点の追記などであることを確認い

たしました。

委員からは、鹿中、三川目等の沿岸地域で

の避難訓練や夜間、冬期における避難訓練の

必要性などについて質問があり、当局から

は、今年度の市総合防災訓練は中央地区での

開催を予定しているが、今後、沿岸地域を含

め、夜間、冬期における実施について検討し

ていきたいとの回答がありました。

地域における防災・減災対策の強化は重要

な課題であり、今回、毎戸配布された津波ハ

ザードマップが、自主防災会、町内会、防災

訓練などを通じ、家庭においても大いに活用

されるよう願うところであります。

次に、三沢市地域公共交通計画についてで

あります。

本計画は、誰もが快適に移動できるユニ

バーサルタウンの実現を基本理念とし、当市

の地域公共交通のあるべき姿や、よりよい地

域公共交通網を形成することを目的として、

今後、パブリックコメントを経て策定される

予定となっているとのことでありました。

当局からは、本計画の素案を基に説明があ

り、新たな地域交通のマスタープランとし

て、これまでの事業の推進により新たに発生

した課題等を踏まえ、市街地の利便性、アク

セス性の向上、誰もが使いやすい環境構築へ

の改善、みんなで守り支える意識の醸成など

の目標を掲げ、最終的には公共交通だけでは

なく、地域の様々な輸送資源を活用した市全

体の移動サービス等が一体となったネット

ワークの目指すべき将来像の実現に取り組ん

でいきたいとの説明がありました。

委員からは、運転免許証を自主返納する方

への対応について質問があり、当局からは、

運転免許証を持たない方の公共交通機関の利

便性向上やバス停留所の待合環境の改善等を

検討しており、併せて免許を持たない方がど

こを目的地としてどのようなルートで公共交

通機関を利用するのかアンケート調査を実施

したいとの回答がありました。

今回、所管事務調査を実施した２件につい

て、いずれの案件におきましても適切に事

務・事業が進められていることを確認したと

ころであります。

なお、今後におきましても当局の取組を注

視し、必要に応じて調査や提言を行ってまい

りたいと考えております。

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査

報告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１０ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（堀 光雄君） 日程第１０ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

小比類巻孝幸委員長。

○４番（小比類巻孝幸君） 去る６月１日に

開催いたしました産業建設常任委員会所管事

務調査の内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、観光振興について及び公

園整備についての２件について、所管事務調

査を行いました。

はじめに、観光振興についてであります

が、令和２年からの新型コロナウイルス感染

症の影響により世界的に大きなダメージを受

けており、観光分野は当市においても非常に

懸念される業界であります。

当市の観光施設においては、寺山修司記念

館など、観光客の入込数が例年の半数以下に

なる施設がある中、逆に小川原湖畔のコテー

ジやキャンプ場など、野外という安全性を求

める志向から利用者が増加する施設もござい

ました。

また、宿泊施設においては、市街地にある
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ビジネスホテルでは稼働率が非常に高く、新

たな観光客需要を受け入れることが難しいと

いう現状もあることから、今後においては、

インバウンドの再開やアフターコロナを見据

え、使用されていない外国人ハウスを潜在的

な有効施設と捉え、民泊事業の推進について

も検討するよう提案したところであります。

次に、公園整備についてでありますが、市

内には６７の公園が設置されており、総合公

園、地区公園、近隣公園、街区公園など、そ

れぞれ目的に応じて遊具の数や駐車場の台数

など、公園の規模が決められ、整備されてお

ります。

現在、三沢市公園施設長寿命化計画を基に

計画的に施設の更新が行われており、今年度

は中央公園の整備と春日台せせらぎ公園の詳

細設計を実施するとのことであり、会議で

は、今後の工事に際しては冬期間におけるト

イレやスロープの使用についても十分考慮

し、全ての住民が使いやすい公園となるよう

要望したところであります。

今回、２件について所管事務調査を実施い

たしましたが、コロナ禍という非常に厳しい

社会情勢にある中、市当局職員の創意工夫に

よる新たな経済施策の推進、そして適切な施

設管理により、当市における住民サービスの

さらなる向上を期待するところであります。

以上、産業建設常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１１ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（堀 光雄君） 日程第１１ 民生常

任委員会所管事務調査報告を議題とします。

遠藤泰子委員長。

○６番（遠藤泰子君） 民生常任委員会所管

事務調査報告。

去る６月１日に開催されました民生常任委

員会所管事務調査の内容について、三沢市議

会会議規則第１０３条の規定に基づき、御報

告申し上げます。

今回の会議では、障害福祉課所管の共生社

会に係る三沢市の取組についてと介護福祉課

所管の介護保険サービスに係る三沢市の現状

についてを案件として調査いたしました。

はじめに、当局からは、共生社会に係る当

市の取組として、共生社会の実現に向けたこ

れまでの動き、現状と課題、取組や関連計

画、施策の体系について説明がありました。

当市では、これまで三沢市障がいのある人

もない人も幸せに暮らせる共生のまちづくり

条例の制定のほか、障害についての理解促進

やバリアフリー、ユニバーサルデザインの推

進などといった取組を実施してきており、令

和３年度三沢市民意識調査の結果、障害者支

援に関する行政サービスの満足度については

年々上昇してきている一方、当市の取組につ

いてあまり知らない方が多数であることが確

認できました。

これに対し、委員からは、当市の取組につ

いて認知度が低いことについてどのように考

えているかとの質問があり、当局からは、引

き続き広報に注力するとともに事業に参加し

ていただく対象者が子供である場合は、その

保護者も巻き込むなど、事業の実施方法等を

工夫していきたいとの回答がありました。

次に、当局より、介護保険サービスに係る

当市の現状として、当市の高齢者、高齢化

率、介護給付費、要介護認定者、介護保険料

の推移や介護保険サービス全般についての説

明があり、要介護認定者数以外の数値に関し

ては年々増加傾向にあることが確認できまし

た。

委員からは、効果を上げていた地域介護予

防活動支援事業が、コロナ禍のため活動の自

粛を強いられているが、今後は積極的に進め

ていくということでよいかとの質問があり、
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当局より、この２年間活動を自粛する団体等

が多く、参加者がかなり少なくなっていた

が、今年度に入ってからは多くの団体がおら

ほの寺子屋等といった活動を再開しており、

各種団体に対して支援を行っていきたいとの

回答がありました。

今回の所管事務調査により、共生社会と介

護保険に係る当市の現状及び課題を確認する

ことができました。今後におきましても、当

局の取組を注視し、必要に応じて調査や提言

を行ってまいりたいと考えております。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１２ 議員の派遣

○議長（堀 光雄君） 日程第１２ 議員の

派遣を議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（堀 光雄君） 以上で、本定例会に

付議された事件は、全て議了いたしました。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（堀 光雄君） ここで、市長より発

言の申出がありますので、この際、発言を許

します。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） 閉会の御挨拶を申

し上げます。

令和４年三沢市議会第２回定例会の閉会に

当たり、議長のお許しを得まして、一言御挨

拶を申し上げます。

今定例会は、去る６月６日に開会され、本

日まで１２日間にわたり令和４年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）のほか、行政運営

上必要な条例の制定等、追加議案を含め全六

つの議案について、慎重なる御審議の上、そ

れぞれ原案どおり御議決、御同意を賜りまし

て、衷心より感謝を申し上げます。

御議決を賜りました各議案の執行に当たり

ましては、御審議の過程におきまして議員各

位から賜りました御意見、御提言等を十分尊

重し、最善の効果を収めるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶と

させていただきます。大変ありがとうござい

ました。

─────────────────

○議長（堀 光雄君） これをもちまして、

令和４年三沢市議会第２回定例会を閉会しま

す。

午前１０時３４分 閉会
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